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（3）(2) の見積りに基づくリスクを低減するための優先度の設定及びリスクを低減するための措置

（以下「リスク低減措置」という。）内容の検討

（4）（3）の優先度に対応したリスク低減措置の実施

４　実施体制等

（1）事業者は、次に掲げる体制で調査等を実施するものとする。

ア　総括安全衛生管理者等、事業の実施を統括管理する者（事業場トップ）に調査等の実施を統

括管理させること。

イ　事業場の安全管理者、衛生管理者等に調査等の実施を管理させること。

ウ　化学物質等の適切な管理について必要な能力を有する者のうちから化学物質等の管理を担当

する者（以下「化学物質管理者」という。）を指名し、この者に、安全管理者、衛生管理者等

の下で調査等に関する技術的業務を行わせること。

エ　安全衛生委員会等（安全衛生委員会、安全委員会又は衛生委員会をいう。）の活用等を通じ、

労働者を参画させること。

オ　調査等の実施に当たっては、化学物質管理者のほか、化学物質等や化学物質等に係る機械設

備等についての専門的知識を有する者を参画させるよう努めること。調査の実施に当たっては、

必要に応じ化学設備の特性を把握している者、生産技術者等の専門家及び化学物質等に関する

専門的知識を有する者の参画を求めるものとする。

（2）事業者は、(1) で定める者に対し、調査等を実施するために必要な教育を実施するものとする。

５　実施時期

（1）事業者は、次のアからオに掲げる作業等の時期に調査等を行うものとする。

ア　化学物質等に係る建設物を設置し、移転し、変更し、又は解体するとき。

イ　化学設備等に係る設備を新規に採用し、又は変更するとき。

ウ　化学物質等である原材料を新規に採用し、又は変更するとき。

エ　化学設備等に係る作業方法又は作業手順を新規に採用し、又は変更するとき。

オ　その他、次に掲げる場合等、事業場におけるリスクに変化が生じ、又は生ずるおそれのある

とき。

（ｱ）化学物質等に係る労働災害が発生した場合であって、過去の調査等の内容に問題がある場

合

（ｲ）化学物質等による危険性又は有害性等に係る新たな知見を得たとき。

（ｳ）前回の調査等から一定の期間が経過し、化学物質等に係る機械設備等の経年による劣化、

労働者の入れ替わり等に伴う労働者の安全衛生に係る知識経験の変化、新たな安全衛生に係

る知見の集積等があった場合

（2）事業者は、（1）のアからエに掲げる作業を開始する前に、リスク低減措置を実施することが必

要であることに留意するものとする。

（3）事業者は、（1）のアからエに係る計画を策定するときは、その計画を策定するときにおいても

調査等を実施することが望ましい。


